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千 第
九 六事 y 恰即大 yν 第

十百 日 同 ジ’毛 チ正 諸十

鴎 臼 J、開同二園二 一一 一年一朝以遺合 日年 J、 回

回填 セ後俄ノ 出 七四 寓

太準 9 各 営接月十園 蔦、
利 弦合ス 日 同二六地

園持： ニ議 JV ニ市十笛質

納備曾ニ所 ジ ニ四岡皐 地、
ーー 議列ナ ア 向 日参合

開 ノ ジ レ開 ヒ 小列議 質
｛窪 経其 合急官者 J、 塾
ノ 過議モ 式行加五加

曾、
地農

第 ヲ ニ辛及八奈六奈
質商

九 報輿ニ 同月太百太 望務 議ーっ
回 告 リ 議 日 七ニ名 所技、
高 ス附長 ノ 日 出 一 ロ 長師、
闘 属書曾午張 シ ン

I出 賞記議後本ア 井
質 検官ユ 四曾未 L市一

盛，.！ 旅長列時議骨ニ 上、
曾 行委席宇ニ有開

議 ニ員ス到参ノ ｛崖 Fー腎壬2

ーー 加等 JV 着席盛セ

於 入知 コ セ ヲ曾ラ 之
プ 手〆 己 リ 命ナ ν 

、
助墨 十多 ヲ 同セ y 室事

西 ーク得一 日 フ ト 同

再
． 

月無サ J、 JV Jえ -t 
、 しー



一閤閤 ヲ 委 ノV 十曾多 ニ質西曾及

回鏡議経員 ::r 一議敷開皐寄員加

高業曾ア 合 ト 回 ヲ ノ 催曾＝ ノ

* 閤曾ニ確 ノ エ・ 高 自希 セ議開多太

地 枇提定希決闘園 望 ン ニ催数 ノ

質等 出 ジ望 ミ／地 一．． ヲ コ 於セ ..；・、 南
、

皐亦 ジ タ ト 第質問容 ト プ ブ 墨園

曾 相 プ リ ジ十準催 L〆 ヲ 白 ν 西 政
、

議 官 其先 ア 三舎セ 白提耳タ膏府

ーー ノ 承是白 回議 ン耳議義 , ーー ..；・、
、

提費諾加耳曾委 ::r 義 セ及瑞 於 第

議 用 ヲ奈義議員 ト ..；・、 9、 加 典ー寸 ア 十

き〆 ヲ 経太 ーー 開曾 ヲ 突然奈ス 開 問
、

プ 負加政開催 ユ提回 JV 太 ト 催合
ツ

第携奈府催闘於案 ノ ーー ノ ク ノ 議

十 ス 太 J、 ス ーー 7 セ曾白南ホ 希 ヲ

二 JV 各曾ノV 闘 J、 , 議耳園ノV 望各、
回 ::r 州議 ヲ ジ究期 ヲ 義政 1‘ ナ其

L 

曾 ノ ユ欲テ 回ク加委府市 , 周

議 ヲ 政必ス ，，、 ノ ジ奈員 J、 ーー まJ 一
ヲ 承府要 JV 決曾ア太 ρ 第開 ヲ 開

、 ー寸

加諾加ナ 旨議議ス ユ委十催以催

，大死守、 5〆 奈 JV ヲ ス ヲ 議員二ノ プ セ
ツ

太タ 太経決／ν 加ク , '1曾回第第 ン

ーー JV 鏡費議 ト 奈 ホ更ュ曾十十 ::r 

開 ヲ 業ノ v ::r 太 Y =- 於議一回

催以 合議纏 τz 一ー よ‘ 第 ケ ヲ 回 曾 ヲ

ス プ 井算曾ナ 開帯十 Y 各高議提

JV 第 ーー ヲ ノ ク催ノ 三委其園 J、議

ーー 十同同議唯 ス 第四員園地墨 ミ／
、



ク ギ 委 JV 議 ーー 府 第 至
L 

委 書 曾氏 ノV 員鏡 ジ 開 ，，、 十 レ
L 、

ロ 員 言巴 デ長 ナ 工曾業 同 係 直二 JV
イ

ヱノ 官 9 科 ヲ 圏 年 ア チ 回 ナ
l 、 一寸 、

ト ．ず 長・ァ 毛 賞大組鰭十ノV ーー 高 ') 
L 

ン 行皐織等二錦之園大ク グ

事 ギ加 ム 委長 V' ノ 月 山 カ 地

地ノV 奈 ス ') 員数次 代初皐準質

質見太 lー自l>i' ォ官費ア表句者備事
皐皐地 ノV ノア 組 者 加 等ニ合

教教質己コ職 ダ 織 ノ 奈 ノ着議

授 堅調 ク員ム委総太曾手ノ

ニ己 ア 査 〉？ギ J ス員骨二議ジ加

ノV 所 JV 左 し氏 一曾 ヲ於 ヲ同、 奈
、 I 

大ヒ フ 長 ノニ ヲ 開 ケ ト 年太
「

レ ア 皐虫日 シ 組 キ ノV ロ 十 － ー、 .,, 
コ 工 宅J プ 織曾各 ン 月 開、

イ ノv 科 書 ジ 議皐 ト 下催、 L 

ノV t;t• 大 記 タ ーー． 術市旬 セ、
－マ ,.,. フ． 皐 'g リ 闘 囲 ーー 同 プ、
ン /l〆 長 長官 ス 韓関 調ノV
l-

> ロ よL 地 4，、 行ノV 井’キ 地 、

町 質 地委事 － ー 其質 ーー

f lプp'Y 
串 質員 項 之組串決

敷 調曾 ヲ ーー 織者 ス

trj ク
授ー寸 査 や 協閥等 井 JV

ー寸 ・ しー
タ

号ヨF唱
~ フ 所長議係 ーー 一－・ ヤ

ニ且

＝司
ブ 長 J、 ジ ヲ 関 地 同

....;: －、 、
『g 阿切. 

ソ デ ・守 費有 ジ 質 園
ツ I 

ク ト ク ロ ク fi ス 協事政
しー 、 .,, 



人太同曾ク鎖組

ロノ、所議 山織書
ーっ

其 員 ノ 曾委記トンオ "ljJ. JV ~r+1 

僅面主準 吐員官加トン ロ鋸
カ積ニ備 長合 ジー寸」大ー タ’ イ山

、 一寸 エ L 

ニ 七事 J、 織委ダ I 皐 y 、。局
七百二書 道員プ J地才地問長

百 除、嘗記 曾 J、 JV I 質 L州－貝RI? L広..... チ

高高 9 官 赴地ュ J皐抽長・Uみ調巴F-< J 

ニ 方地長 今 質 I レ敬 質 査、ジ
、所「 I

過哩質ニ 長皐スノV 授技 ト

キ ニ調ジ 等者タし戸ダ師技ロデー

スジ査ア 四大ンロプ「師ンー

、 健ト司自ヨ ヲ 「 l 宮テ 所地 十皐レ ノV 井ク ト 」

レヰ」一ニ本ヲ質 二総 l ユヲリ錨目

北 邦 以調 名長レ、 I l、、ア業？⑦、

部ノア査 ヨ費~ ; J ジム曾戸

ノ面其所 リ山 I I I、J 長 ：りローCD 4、． 
L 、ミ、 ー寸

如積 事長 組皐当 バ クジ

キノ務ナ 織枝 I ノV イ f 地

Rαz 回E寸; ラ 、J、十所ノV セ 長 ク ンジ質

殆倍ニプ、ラ鏡 ス」ネ l 調
L. 、

ン飴営ち ぺ1I1 i' 当ヨ三エ査
トニ アク 弦局にぎ ?-' ~ ス所

無営タし氏一 ユ長 吋争財：・D蓄. 。書 J技

人 JV Y主其鏡 冨巳01--j~ 2ン師、 ー寸

ノ ェ蓋管 人山 三i Q 冨 ゼオ

境反 事〆ノ 名局 ト、 1 I 
一j E」、

ニ ジ加下 ヲ技 ロト足国 岱 イ

｜シ其奈ニ 省内 ンロ、 p I、

四



チ フ、
、 六試及高百五想、経 三／ ノ プ

ナ 未 而箇．候製弗 弗百 フ 費 プ 合未

9 開 き／ 月 寒 固 ーー ノ 哩 一 等人議調、 、
第 地 プ ーー 冷 ーー 増経南加 ヲ 口 一 杏

一 ーー 加過 一一 開加 費北奈要 J、 際医

一『 堂J奈 キ シ ス シ ヲ 約太 三〆 寡 ミ／ 域、 、
勃 ジ太ス プ JV 地以千 d，、 嘗少特 一、
興 プ ノ 加外事質 プ 四北事 ナ 一 麗

IJ I 
ス ....、 開之業業調 開百亜者 百周 シ、
ノV 第 接北 ーー モ 査始哩米 ノ 其査南
モ 一 一 部従亦 ノ セ 一日 利苦寅 セ 昔E
ノ ーー 関 J、 事 其外 7 亙加心検 サ ト

＿，、 地 シ全 号〆 管動 レ 9 ノ 蓋皐 JV E住、 、
鋸形 プ タ 得理植現其北 ジ 術 〆、、 毛

業 ノ J、 無 ノv ーー 物時地方察旅 カ 地

ーー 測 地人 ノ 届 ノ ，，、 質 一 コk 行 プ 質
三‘／ 量質 ノ 期、

セ 調技調庭ノν ヲ サ 調
プ 地調境問 リ

、 査術査大 ーー 決 JV 査

之質査 ーー J、 蓋 ヲ 員 J、 ナ 飴定地未

ーー ノ 事 ミ／ 僅 シ モ 約千 JV リ ス 方 了

究 調 業 プ， カ 加施八八面 ア JV 多 ノ

ク 査奥調 ーー 奈 行 十 百 積 , 
一 ク 地、

ヲ ヲ ヅ 査夏太 ジ八四 ヲ 際 加 甚、
林施 プ 決期 J、 陳人十 占 る／ 之タ、

五 業行大 y ノ 北列経一 メ 意気多

叉 5〆 一 プ 四方館費 年東 外 候 ジ、 、 、
J、 次力容箇 ーー 地亦約西 ノ －＇・、 i強
農 プ ア 易 月 偏形約七約 日 寒 プ

業移 リ ナ 乃在測四千三 敷冷今、
ト 民即 フ 至 ミノ量十五千 一一 回



偏加言巴ス般ノ備ユラ －＞＇ JV 鎖トジ、
在奈官 JV 中ア錨従サ甚，宅産ょぇ錨、
ジ太長際 ：：.. 9 道事 JV タノ地此道

鏡ノノニ宿タノセ地僅ヲニ闘 魚

業地注於泊 9 開 9 方少用アノメ｜
、、

ノ質意アス故通 加 多 ナ ユ 9 地品、
肢 及周毛 JV ユ線之ク 9 普ア質布

、、
況鏡到曾コ貫路此地随遁 J、詳設

ユ産ナ員ト検ノ闘質ア詳縮闘セ

関物 9 ノ、 放少ノ調今間尺 J、ラ

シノジ満ナ行ナ股査団 ρ ノ縮レ、
ア大ト 足 セ ニキ行所ノ縮大尺地、
J、要上セ Y 際等ニ員貫尺ナ 必質、
往 J、下ノV 而ミ〆皐 J、ノ、検六 JV ス調

令既官 所シ多術放ニ皐高モー査

諜ニ 民以；T 数以費年術二ノ定ノ、
解世ノノ人台外経前放千ヲセ効

セユ款 モ 口 員ニ費ヨ行五用ス果

ラ知待ノ寡ノ準多ヲユ百井 ジ J、｜、
レラユノ、少放備額調割分議ア甚

タレ依寅ニ行上ニ査ジノ察所タ｜

JV タ レ行ジス苦上及特ー調ユ 遁 ｜

毛 9 9 委テ JV 心 JV 皐ニニ査依切

ノト 員不場少 ニ 術 調 シ ニ 9 ユ

ア雄 曾毛合ナ反案査アハ差且

リモ 委ノユカシ内セ銃縮異ツ
、 、
今地 員地 J、ラ放記サ成尺ア顕

回北 殊ヲ汽サ合ノノV ノノヘ著 ｜

ノ方 ニ放車 JV ノ編へ匝小即ナ！

曾二 書 行 汽毛不纂カ域ナ チ ， I 

占，、



ラ結晶 ニ本州タ 我 メ ノ 回以 9 議

レ果賓於官 ーー JV 日 タ議十上同 ーー、
世 J、 行 ケ之関本本ノV ヲ 四諸闘依

界 千委 JV カ ス 官ユ ーー 決年 般 ノ 7 

ユ九員石調 JV ニ聾J蹴ジ賓 ノ 幸能

於百曾表査石依 事〆 米調行困 ノ ク

ケ十 J、 分 ニ茨蝿 プ J、査委難 主~ 
其

JV 三甚布着 ノ コえ .＞、 固方員 ア ーー 岡

石年タ ノ 手調 JV 日 ヨ 法曾 ヲ ア ノ

長六満肢 事〆査慮本 9 ヲ ーー ミJ フ 地、
ノ 月 足態翌 ノ ア ノ 荷定於ニ サ 質

分 三 ノ 並大結 ' 外 モ メ プ 関 JV 及
、 、 、

布部意品 正果 E日朝地七世セ ナ鏡

及 ノ ヲ 其元 ヲ チ鮮質月界ス ' 産、
其大表理年報之満調之ニ 準 ヲ

埋冊ジ 臓十告 ヲ 州査 ヲ 於備 世

臓 ト タ量一ス上ノ ヲ 世 ケ ＿，・、 界

量一 ' － ー
月 ，、、 局茨施界 y 着 ーー、

J、部 而閥稿 キ ニ量行各石 宅r 紹

之ノ 事〆 ス ヲ コ 計調 セ 園決 議 介

ニ附 ア JV 終 ト 9 査 JV ニ ノ 4’T － J屯

依圏各報へ ヲ 日 ユ諸移舟 ジ JV 
、, ト 闘告 日 岡本闘闘牒布千 ::% 

プ ナ ヲ 書本答 ノ ミ／ .＞、 シ及九 ト
、

七 略 ？ , ヲ 朝 ジ外地皆 プ 其百 ヲ
、 、

之世報迭鮮 同支 質此 其埋十 得、
ヲ ユ告付満年 那 調 皐 賛 蔵一 タ

、
知公 ジ ミ／ 州十朝査 ヲ 成量年 ノV

、 〆’、、
JV ニ タ タ 支二 鮮 所 賛 ヲ 調明 ，、

、
ヲ セノ＇V JV 那月 満長 号〆 求査治 j萄

、



貫一年タ 千ナ世得

六五四三二一行二 ノ 9 九 "? 界～、
委 日 夏即百 .r. ク

、
中寒寒金火世員頃I 期チ十 於質

間武 武麗成界曾 l、第加二 、ケ ..:. 
c • 

氷利利鏡岩ニ ./ ロ 十奈年 ノV 本

河亜亜床築於撰 ン二太五 銭曾

時紀来日 ノ ノ ケ定 ト 回政月 鋸議

代前前性分 Y セ 清 高 府 ー / ーー
、

ノ ノ 水質化石 JV ーー 困加 日i 分於

期 分成 ノ 決議開地奈賞、 布ケ

間類岩地 ノ 題 曾 質 太 行 友 ノV、
比ノ下 埋 J、ス皐州委 其一

較成深 歳次へ合政員 埋大

及悶所 量 ノ ク議府曾 蔵事、 、
其及ニ 如合 ヲ鏡 J、 量業

命其於 ジ期加山第 ト タ

名分 7" ノ、奈省一 同 9 、 、
布受 入太加問 一本

ク 日 ュ大71ミ ノ 三事

ノV 間招太遁 ジ業

影 ナ待鋸知 7 .＞、

響 9 ス業書 夏前、
ト 曾曾 ヲ 一昌 回

ス議 J、各 其合 入

.＞、 千闘 大議

八九二 ナ 一』
月百配 ノV 於

二十附 毛 ケ

十三 ジ ノ Jν 



石西近而 ノ 至 プ
＿，、 ヲ賞有タ 店主、

火ーノ及 シ族 フ 其束各検盆ノレ 中 七

成地其 ブ 司’T一 号〆 目 西 自 E』オーZ・ ナ 報世

左μヨ，f'. ト 以曾 ヲ
メ日 的約園術 JV 告界古

、
水 ジ 束 議 企タ .=- 九 ト 旅へ ーー ーー 生

切削

成合 ノ 前書 JV 副十比行ク 依於代・a
、

岩議地 ノ ジ J、 J、度較 J、 本 I} ケ 一、 、
地 中方放 プ 甚シ甫 v 各合之ノV 於

質ニ 行世タ 士主 北臆曾議 ヲ 石 ケ

構 ，.，、 ジ ノ、界多 ト？三用員 一ー‘ 基表 JV
一寸 、

遺 ト 曾約有 事〆 ーー 四上 ーー 於礎 ノ 海、
:7K ロ 議一敷 ト 務十井加ア 下 埋 ノ

河 シ後箇 ノ コ九 メ 度 二’奈最 ミJ 蔵地、
井トノ 月金 Fν 曾 ユ皐太 毛 討 量 文
ム 」而・ 旅 ーー 山所員亙術 ノ 力 議月上
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ヲ 北 セ ....、 ナ ；褐日 I 蘭、

茨之し氏ー 氏西後亜 フ 千
Lー



大細 ヲ 界利縮ノ 於ニユ 球 J、 Jl〆 ジ者、
陸 盟濠各加尺地ア 於面種 ーー プ J、
、

太 J、太洲 ノ 百質遁 プ 積 ，令 a，、 出亜
一寸

洋種刺 ノ 縮高園用 ，、 ノ ノ ’マ 版米

掛l々 利地尺舟 J、 シ此十不 ジ利

J、 ノ 亜質五一 国 タ 不分便 カ タ 加

地調 ーー 国百 ヲ 幅 JV 用 ノ ア ト JV 令

質査於 ヲ 高用 ーー 方 ノ 七 9 ノ•V 毛 衆、 L

皐 報 ア 出局、 ヰ さJ 法匝 J、 故 tt ノ 園

上告濠版ーノV プ ヲ 域海 ーー 影ナ 地

甚 ーー 太 セ 十 ノ 縮世 J、 ーー 各法 JV 質

タ 基刺 ン ）V 傾尺界之 5ノ 大 ーー ヲ 調

！重 ヅ 手リ ::r 司E 向百 ノ ヲ プ 陸接言査

｜要 キ 亜 ト ノ ア 五他省地 ヲ フ 巴 所
、 、

ナ英 ヲ ノ 便 9 十 ノ タ 質 各サ兎加、 、
フ 園悌希利而高犬 ::r 上 別ノV 一 奈

サ 蘭望 一ー 古ノ 分陸 比 ーー へ進太

JV 於西 ヲ シ プ 一 ーー ヲ 較製 カ ン及

ヲ プ ーー 述 プ 金 ナ 遁得的 国 フ プ 墨

以 之於へ 之洲 レ用 〆、、 趣 ス サ金西

［ ア ヲア濁トヲ ト セ ク 味ノV レ世奇
、

念出亜逸同組 モ ン肱 ナ ヲ ト 界 ノ

速版非 一 一覧 目 ::r 羅ク 可 毛 ノ 地、
ー ミJ 利於 ノ ス 下 ト 巴各 ヲ... 此 地 質

屯
、

之 残加 プ 方ノV 世 ヲ 及別 リ 投質調

ヲ 飴 ヲ 南怯 一界連亜 ーー ト 影園査

出 ノ 携亜 ーー －＇・、 τノ＝， へ 米製ス法 ヲ 所、 、
版南任米 ヨ 北通敏利国即 一ー 製

ス氷 ジ利 ， 亜 シ羅加 ス チ 従作協、
JV 洋亜加世米 プ 巴 ニノv t也 ，、、 ス 力
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e七
宝Z

JV ノ巧 dB 。r回: 令 品層フニ岩部 主ノ智用
デ火色 ノ及レア築 J、 解百二

J 山 Jg. 沈分話ノV J、結 韓 s・ 就

ア輸旨 Z埼ω 目白~ ロl..i 降化品岩其品 4Fュ管ァ
しノー 廻 国5 ス J、部張間 シ ~ ・物 a耳2尾山目,・ 連
北 ア ノν 叉トノ、ヲーニ理 フ

西 JV <! Eト ニ液液地充部及上 ノV

部コ~·記a】a ヨ館臨 i 殻填 J、ヒ井§十．慮

ノト~町、 9 岩部ノス液岩二日、ア

大ヲ言 5生装ト麿 JV 躍築化 5防4 9 

部指 E・ 。Z~. 回ロ ス内 J、カカトノ皐 タ
ヲ摘 へノ其ニ如ジ結上 リ

占 v i キ貰成ヨキア品ノ iに）

メ is・ 2 ヲ力分 9 朕獲温原ニ〉

話ーユ宮述又異中態存度理於 E
- ~、於事，...，.. へ J、ナ間品ジ中臆ア

ニ初ア営B タ向 JV ヲア結ノ用氏 F
噴期氏 9 液 ヲ 充 リ 晶 最 ノ J、同防足. 

。ト吋弓 、 ・・
出ノ J、 （三）睡以境ト岩高ー岩

セ慶サ←寸 I 宮ノアス思莱温ナ築宮吋

ノV 大ノV 日賦藷 Jν 惟 J、度 JV 分 E
モ ナデ 態 a 液ス恰以ヲ化 a.
ノノV ニ 品分館 JV モ下地ノ日

イ 唱主
J、熔」 ァ 宮2 ・・ ァ化ノヲ海ニへ問史4苦

石岩 ノ g口。白 JV 作部得綿アア題 E
英 流火、こi岩用分へユ Y 岩 J、 Z
粗ニ山 （四） 7長 築生 J、クジト 石地 w

面シニ 中ス押正アキ圏質ま

岩 t,_,. ~図。ω ユへ上股液 A E現官
ユサニ [fl g，結クセ態館一？象 5、



太岩 プ 至 プ ア 七黒積如 J、
伊円円ロ 被 i/ 

平類最 レ粗 y 百曜 ヲ 事〆 明 覆ア、 、
洋 之初 y 面其平岩 占雨 カ 及 ス其、 、
式 ーー ノ 第岩後方 ーー メ 火ナ F此凝

ノ 績ーコ ノ 熔基 シ火山 フ JV 等放一一
岩 キ 期 J、 国岩米 ア 山 .；，、 サ シ ノ 互王、
石第 ーー 最頂 ノ ア 之ノ ま，，t、 レ 」熔及

／、 ニ於近正小 '9 一－・ 高 ーー E岩第ー「
サ ~m プ ノ ヲ 噴 プ 次 サ 国 モ 一 J、

一 一
小被出粗 J、頂後大裂 来 日JV ノ ... ・、 ブ

／ー、
デ熔噴 岩 覆 ア 面粗宮正中火 鰭 漸
イ

ーー 岩出浮 シ ヲ 岩面初式新山噴新

ア J、 J、 丘タ プ ーー 岩約 ナ 期 ーー 日i 期
し 、 、、ーノ
妹長酸 ーー ノV ー始安八 9 ーー ジ ーー 泥、
ーー 石 性 シ ノ 時 ．ず 山百 戸女合ア ヨ 友ー寸
フ 玄岩 プ

、、司
休 ') 岩米 JV －マ 西 ヲ -:t::l-

I JV 武類熔 ナ 止響及 ア ジ リ 海流 ヲ
Lー Lー
及岩 ヲ 岩 フ ノ 岩響 ') 山 鮮 岸出挟ー寸
ア ナ 以 J、 ス 後之：＇／ J タ ノ 来R ノ セ ー、、、

JV ヲ プ 長共長 ーー 噴 9 熔期略 JV 第、
ミJ ト 始石附石究出共岩向 中 モ 一一し一
ーー γ マ玄近玄ア ミ／ 若，z三f ＿，.、、 第央 ノ 来日、
於標 ') 武 ーー 武 噴タ 石五四 ーー ナ ノ

ケ 式中岩虞岩出！ヘ J、百来日 ア ') 所
一寸 、

ノV 的性 ナクノシフ石平ニ 9 第謂
ェ 、

カ 大 及 リ流大高ノV 英方 ~!E 其ー玄
L一 一一

如西 盟 出噴サ 山粗基績噴 J、 武

ク 洋基ス ス 出約 J、面米 セ 出 「岩、
三之同式性而 JV ア 千百岩ノ ノV 時

一 及 ノ ミ／ 一 9 米積及面 カ 代 t_ ヲ

七
六



七
七

（ ー）議第謝ギ円ケ化結ス火其 Eきノ

F題三ジアヲ当タト果ノV 山 放ち火

実第部タ Lト 4国 9、粘 J、コ J、態。ロ正山

F六曾 JV p... § （六）土火 l、多ヨ ニ

,g 後日斗U1 i 耳目.,.._ 。~ 質成ヲク ＇） 8., 於
雲，d 中 氏蒜m よ，ノ、 岩 岩 述 弧設 Pてき0hコ－． ア

問 ノて己D 弁 石ニへ形キ 之

同g 氷－』 意l 世守ン訟r;o ノ類粘、ヲア m~ヲ
5・ 河 見ノ Y ず成ス士呈火 2見
名fち時 ヲょ誕耳号式I -＇う〆 E炉§・． 分 ト 質 ジ山岳 y

~.代 連串℃〉トヱミノ摺ノ E・コ

巳ノ へ者ジ 。z理J. ノヒ岩曲分含 ト・4 ト

官手。期 タ旦ー ン 闘其、石山布 Eー ヲ

E 間 ') - t 係化 J、脈トぢ符

5・ 討円 ヲ皐水二 LI! Sロ へ

宮~ 崎'tー 。同連成成平服官キ

国 て g- へ分岩行ト 邑。 ヲ

円t 三耐宅・ 昨旨ーベ 火、 ヨ中シノ 述

b"' * き。 成 P 分一関 へ
由ー』f!O~吋

ロfE" ク、 及 山 最 ニ ユ ~ 
一「

ニ スク ぇ 粘 破 モ 凹及 戸

於 トロ F板裂庚方ミニ国

ア レス E才岩ニク即太於出。
氏 ム」アノ及其チ平 ア 5司C~ 
J、 民有 9 分ヒ化内洋氏

英 J、 E理- ~、析岩、 皐面ニ J、l 
園 一、 ry• 表装分ニ於岩

I ア

ニ 同ペンヲノ析排ヶ捷

於 ニノV ス皐 分ノ 声Jj JV 及 5・
L 



唐磯 ケ 号妻 セ ν ノ J、 ν セ ーー ヲ 暖‘ア

.，；・、 及ノレ 見 JV タ 山 海タ フ 再被 ナ ..）・、

海介 饗 コ人 モ ノレ 官.lJ 7Jt JV L〆 現覆 JV 従

岸 殻 勤 ノv ノ モ ーー ーー モ j;l ジ セ 中来

ーー .，；，、 ーー 能 ア ノ 賦沈 ノ JV タ ノV 間 ノ

沿他渇 J、 ヲ ナ 存在j ナ 毛 ソ 水永観、 、
ヒ t由 キ ス 殊 ヲ さ／ ヨ／ ノ・v ノ 叉河 i可察、 、
長 方 ス 砂 ーー 介各 ヲ ナ 中 ．，，、 ！時 ーー

ク ヨ ジ 磯或 ナ 殻所連 ヲ 間 少代 ヨ

分 ヲ プ 及 ノV -l! ノ ノ ，、、． ト 氷 ナ ア , 
、

布運 ;!'I~：介地 JV 破高克稽河ク , 
漂

ス 搬周殻方 毛 片地 一 セ 時 ト 積

ノV 洗 縁 ノ ヲ 近 ヲ 殊準 プ 代 毛 稽層

ヲ 積及破除年有 一一 ン v .，；，、 一セ J‘ 

以 セ 片 ケ ノ v 東、

、
ア 中欧 ノ フ 一一

プ Y 轡 ヲ .....調 中部漂間羅温ノV ノ
、

之毛 入 有水査問 愛積氷巴暖換異

ヲ ノ 、．． Jえ f可 ーー 氷 蘭 粘 河 及 ナ ι二・ ナ

碗 ナ 沈ノV 肢徴河及土時北ノレ ス レ

究 JV 積 ノ 態ス 時北 中代亜 中 ν JV 

ス ，、、 セ 事 ーー ノV 代戚 ーー J、 米間 J、 時

ノl〆 ヨ〆 ジ 司貫於 二 J、爾砂英利氷英代

ーー 干 ーー ，；，、 うT 甚従 斯 磯 図 加 河因 ーー

J、云過 7,k 断 事〆 来 ーー ヲ － ー
ーー 時 及沈

至 ヒ キ 河絶 ク 既 J、 合於 プ 代其積
' 、

便 英 サ ノ セ 事 一千有 ア J、 ーー 附 ジ

ーー 園 JV - JV 質詮二 シ 認既溶遅明、
v ノ ，、、 部詮 ノ 明 ニ砂識 ーー 解 ノ 7泊

プ 探ク ーー 左相 セ 百磯 セ 鐙 シ’ 浅 ーー
、

他積砂於 ヲ 違 フ 択屠 プ 明夏海温
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9 大 ヲ
随 9 約測八 A 約形基ま宮百ー寸

オ A' 得 ア成二定千毎一地
し一 I 

湖 〉／ ，、、 オレ十ス年一高質

ヨ タ ジ シノV 二へヲ年三ヨ

9 9 ト タ ヲ 英 三／ 要 一 千 9 自甲
、

J、 オ 連 9 以町 RP ス 択択攻 角
しー

湖 盆 ，、、 オ プ 匝 チ ，、、 __._ 
ア y，角u:r ノ／、

、 し一
7]( 地 現 ノ 七域 過 ミJ 一 ヲ ス 退一ー寸 、 、
面 ヲ オ 湖 千 ヲ 去此 制而 JV まp

高 占 ン 7k 六増十期剥 ジ ーー ーー

ク 有 タ .；，、 百加 一 間 セ プ 現ー寸 依一、
其 セ 9 八年 セ 年 ヲ フ 過 コλ ヲ
ー寸
.；・、 ジ オ 千 間 JV ーー 艶 レ 去 カ 成

」

、、、 古 湖 年 ノ カ 於照 プ 五 オf 生

ノV 湖 及 同日 沈 女日 ケ 二え 退十 官 セ

7k 州 ノ 積 ク Jν y 却年 L壷－ JV 

I 、
ン〆 イ ノ 生 一一 IPJ 記魚 三／ 間 地 司王

、
断 ロ 大成 係 島 録 メ 随 ノ ヨ ノ

崖 ク 昔E ーー ノV －＇・、 ーー ト プ 観 ヲ ナ
ー寸

一 オ ヲ 係 モ 約 見 ロ 今測 グ 9 
井 、

於 ア ，日Zλ． ノV ノ 二二 JV ン 日 一国 ク フ巳
しー

ケ

皐申 Jメ•V 
モ ナ 億 一 ト ノ 依 ト 来

－ト1 L島ー 位 ー寸
ノV ノ ヲ 一 ヲ ヲ Jえ

~ ；地

一

砂 ト 千 ロノ 置祭 ア カ

湖 Lー
磯 質 ,rp L・ :z:-,: 立 ン 砂 一， ス 角 オぞ

ヨ J、 皐 ・I涯 フ 方 ノ 達 JV ーー ロ
L しー

ノ 現 者 ス ヲ 石馬 島 堆 ス ーー 達 自甲

推 オ ノ ノV 特 ノ 一 積 JV 三p~ ミJ 角

iJliJ ン 所 τz ，、、 砂 於量 一一 由甲 延 ＿，.、

ニえ タ さ日回目 ト ク ヨ プ ヲ 約角 長 地、

ーー ミ〆

－＇・、 タ
ー寸
ト JV 

官 後、
1ノ 7k 

ト 河
L 

島 ノ
「

成

生 ロ

ノ ン

期 ト
L 

間 llf>t 

ヲ 近

攻 ヨ

y品u:r 9 

コζ 退

ノV まp

ヲ セ

要 ノE〆

ミJ 時、
「期

ロ 一
ン 及

ヒ
L 、
島 之

，，、 ヲ
一寸
Jえ 推

カ 前！

ボ？ 二え

ロ ノV
L 

及。



二南 ノ 近其 ーー 其起
ー寸 ，、、 部 更之 JV 
イ

種 ーー 一 ノ 期百水 二九一 ロ ジ 分 一 ヲ ーー
一寸

ノ ア ...、 中 間 五準 JV ク ト ヲ 約見 オ

甲 ノV 木 間 ...、 十現 ノ オ 述退八 JV ン’

最 モ 葉 五t 数択今誼 ア ，、、 却 千能 タ
し一

、
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~l ＿ ，、地ヲ於皐素ノ選句又 f モ（二）、 、 己恒国圃
ノ 傾屠 断 ケ 的俄ーンニ J、 ノロ

一寸

角耕ノ暦ノレ性令 J、アアス ニ軍

度ノ軟及地質 J、人開ラト一。~ プハ己。

ヲ如弱多と地 上力撃ス ν 土’人之 t
緩何ニ量 ノ 下部品ニシ Lス－ケ ヲ

ニヲ蹄ノ如水ノ依ニア mろ吋ニ JV j直自c円? 

ス支シ、地キノ岩ノV 種開忽ff;. J占d 用ヨEド

ノV 配直下甚量石毛類皇室ヲ虫日ス g
ノス接水タ及ノノ ア媛 生キノV

必へこユ複性 耐 ナ ヲ 形 大 て主
、ジ

要ク J、ョまrn 質麿 JV ー 車規
ア故傾リナ 地カヲ J、 モ 模 ヲ、 ょ二 <fl 

ノ レ ニ斜弱ノV 球耐雪ロ天ノ開 得ニ

へ持ノメ原 ノ伸ヒ然ヲ撃開 サ於

七来念ラ因震有期即測ノ襲 Y ア

復 J、ナレヲ動節クチノV 際 ヲ氏
、 ノ

雑現ノV 且有氷却ア河ユ一ー耳件石 逮 J、

ナ在ユ ヅス 埼成氏流之認果て此

ノV ニ 基柔 Y 気屠 J、ノヲ 識 7角
ー寸 、 J、 ノ

ス於因軟毛！璽断鑓浸臆七種ナ度

トケスナノ 等宍形蝕用ラ今マ J、

レ JV トノV ナヲ岩ニ等H ス JV ノ L運－ 開

スヨナ頁 9 皐石闘ニへ 「河撃
し一 、 Jえ 一寸

J、 9 ~〆岩トケノスヨカ 唯 ト ク エ、、
開閉岩ヨ説 ヌ物ノv 9 タ ー レレヨ

襲 撃石 Y キレ四種生スノ I プ 9

抽 壁ノ成アプ的今スト〉どラ生

底ノ硬レ ），'ii ラ及 ノ ノV 説 4。同主主1ーー」開ー メ

ヲ傾軟ノレ 因ニ化要毛キぇ 3・整／V、
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氏（二）（ー）臆第午カ態へ雪白: ．十へ塵

_,., 5器3戸用一後ノV ニク等 キク上
－ ， 、 I

ミ・亀r.地部こへジ而 J、ュニクス

ド戸 質合時ジアモ鎮於至レノV

コ、富： 民。事ー 二ト良最山テレプノ

ン.. tr1 及 十述好モノ氏 y ラ結

チ己、μ 主ロ 化 分へナ主上 J、ト 〉 果

ネ iロ z皐 閲タ Y ナ ι 地述開ヲ

ン －白~ 合クニノV アとへ霊室生

ト 於原ノV ノタノジ

a面：出e 側長官邑『ロ テ困土地 9 傾 1i
田宮Ei:: J、 ρ 地主主（ニ）都通

ト 地岩ノ皐 E回。: .＞、ノ

百 と石地上現計

カ「 g,~ ロS望石uトd J、 T’ i二軍同g。時算
ン 外構及要 J、ニ

ナロ； 部遣沈ナ 緩ヨ

ス ノ及降 JV E骨i 凶~ ト 9し一一v~ ~民 獲地ノモ ナ傾

S同 5・舎 動丈直ノ セ斜

~ ~可 ノ肢接ナ包ノV 角

ノ＠民喜o呈：白量＠。骨; 矯態又 Y F。 ヲヲ南千 メニ J、コ以定

東 f 生踏外ト括Z白降 7 ム

部 スス部ヲ 今／レ

及 ~。炉炉：.守ai・ JV へノ越えヤ J、

; ~ コク 原 へ 電E池危

ク ニ 5回~ ト 1占因 d と険
ラ於 少質ナ震。含 ノ ナ

ホア ナ｝氏ノV 霜患ノV
、
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一 一要皐 ノ ミ〆一 ーー 白 ノ ，、、 カ ヨ＂＂手有t、 、
託制：姑熔 ト 者分 ト 外雲苦ノレ石化

鉢酸焼融認 一．． 析越 ナ ！£：玉' 土従友作

及 き〆 メ 有 ーー ，、、 フ 生溶来質用

字L試後第 フ 盆従 タ サ ス 液 ノ 軟 J、

棒料之－ JV ナ事 リ ノν JV J、 説泥比
、

中甚 ヲ ーー 、 JV ス（六）へ :::? 固 ヲ ノ 較

ノ タ 炭試事へノV 出ク 髄否未的、 、
桂堅酸料項 キ :::t 句 又即石認タ 深

酸硬曹中 ト 事 Eロ回。時P合チ友て・ 硬
カ

ノ ナ 達硫 ミ／ 項十 苦前岩由 化 フ

試 JV イ乙 プ ヲ 年 土記ニ己セ サ

料時共物 報其＠。2 石黒嫡ノサ Jν

ーー J、 ーー ノ 告問、出。。 友色ノV 物 JV 海

j昆之熔有 スニ 岩ノ、王ill 前底

Jえ ヲ 融無 へ得 ロ。 J、部時化 ‘一 ーー

ノν 璃 .A ヲ キタ 5院4 石分之串之於
:::t E歯ノV 検 ヲノV 1J( ρ ヲ的ニア

製 :::t ミ／ 述鰹可E笹也 岩斯溶 研作藻、
ア 字L ト 其 へ験 及ノ解究用類

ノV 鉢 存 普 ノ ーー 白 女日 ミ／ ーー ~、〆， ヨ

ヲ ーー 在 通結於雲ク ヌ日£ー ヨ 起
, 

、
叉ア ノ ノ 果ア 岩 ジ ーー L〆 レ分

丸
桂 粉 場 岩中 氏 ノ プ 於 J、ノV 離

' 
酸砕 ハ.＿，、 石化 J、 j昆生 プ 相現 セ

合 ス 一 分皐 自 FιK 『． シ 雨宮象ノレ

有 JV ~・、 析者己 物タ 者司 十 ナ ・ii

溶 － ー 試 法及 ノ ナ JV 化ノν 9 土

液際 料 中地岩ノν 沈合摸 ト 堕

ヲ ジ ヲ 必質石 へ澱 ジ度云類



於 量E ヲ ，七 ....L. 五． 四ノ、 一、 、 、 、 、
ア 数単共 酸燐精苦其石 ス 銭忘 白

；邑 ヲ ケ 他曹 酸確土溶友 ）V 及ノV 金

プ 示 分 達 -}- 角平 傾勢 へ皿
ー寸

ス 析決熔 モ JV 四 ーー 硫 向 土 カ Iド

敷 ，、、 ノ 酸融 9 結慎先化 ア フ 一
ヲ キ 結及物プ果重

ー寸
チ ア 9 ノ サ プ

←「 、
刀三 ナ果 ア ヲ ア ヲ 燐隠 ン 之沈ノV 蒸

ス ') ーー ,JV 酸 ン待酸伴 モ ーー 澱 ~ 援、
慢 JV 苦時然就 カ ーー Jえ 一国 注 ヲ ト ス
一寸

意熱J、 ν プ ') 7 ア コ 土 JV ク ノv
Lー

彼 J、 ノ 溶 ン ト ノ 硫 よ‘ ス Jえ 際

是 毛 其定解 モ 沈
Lー

黄ヲ JV JV 薩

相 一成量 ミJ 一 澱 ヲ 合 ヨ ーー 酸

殺成分 ーー 桂 ア ヲ 飛有 ト 営 ノ

し一
焼散スス 分百際酸ニ 9 皿

ノV ーー 分 シ ヲ ヲ ク ・e JI/ 特 ーー

ヲ 於卒 特 除 ノV ーー ジ溶 ーー 固

以 プ J、 ーー 去燐 際 z‘ f夜 酸 着

ア 過合注 セ 酸 ミ／ ノV ヨ イと ジ

其 プ 計意 Y 定 之 ~ 9 銭 ア

結大 百 ヲ 溶量 ーー ト 曜 多 離

果敢或要液法 舶、 過 旦目i V' 

ノ ヲ a，、 ス ヲ 一一 酸 セ ナ サ

会示極ノV 使 方今 ヲ ノV JV ノレ

計 ヨ／ メ コ 用 プ カ日 藷 時 モ

百一 ブ ト ス 試 ，、、 酸 a，、 ノ

或成之 ノV 料 サ 石 其 ア

J、 fノJ、ーー ~ ノ JV 友 損 ノV

1之 .:::. 近 ト 決 ノ J、 失 ヲ
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四



丸
五

，－、
委議総午本 ヲ 自 敷其醸方果 ーー

員長台前 日 己 ヲ 範 ス I去 ノ 近

合 J、 十 J、 認誤示園 JV ーー 正 キ

三巴 今 時一 .h 差ス J、 カ 就否数

事 日 開綿 JV ノ モ 蓋 ヲ プ ヲ ナ

参 迄 曾曾十場範 ノ ジ 定費剣 リ

照 委 及一合国 ナ分メ 験ス
、ーノ 、
討員 一 目、 一 内 9 析且 ヲ ノv プ一 、
議合 音E ＿，，、 ーー 故者各重 :2 必

ーー ーー 令 更 ア － ー
各 自 ネ 手〆

入於 ア ーー JV 分 自 ノ 其貫 モ

レ プ ') 分 ヤ 析 t ニ 習何 ーー 11 、、

'} 決 タ 析否者 ヨ 癖 レ fjヨ 析、
（ー）定 9 ヲ ヤ J、 リ ーー ノ 主主 ーー

;t" セ 施 ヲ 分一 ヨ 方 ナ 誤

己 JV 行検析定 JV f去 ') 謬

各事 セ ジ施 シ課 ノ ナ・．
ヒコ 項 サ其行成美如述 キ

。E是 及特 ノV 正後分 ノ 何へ ヲ
、

J、、 否 ーー 百範 ナ 分 保

ト喜。ロヨ； 別 カ ヲ 各分園 JV 析 セ

。委 フ 剣結卒 ヲ 種者ス、
守＋員 Jζ ス 果 J、諜類 J、 期
~ 合 ，、、 ヲ 概 メ ノ 常 ノ

Pてド言ヨ~ ノ
述 ク A日、 ジ確岩 ーー 女日

島幸良
、

．，、 範計ア よ号 石各 キ
ミ4
え 2は1二 タ 閏 ジ -・ JV 舟種場

同。 ヲ リ タI、其様ヲ析ノ合｜
~ ナ ユ数十要ュ分ニ
出~ 十 ミJ アノノν ス趨析結

、



ト金三ユ 9 ニ y フ 査 明 主 。ロ~ 業化 E
設地「 及英 知ユレヲジ 賞皐 正P"' ァ 、、

キ A y ヒ西ヲ至タ閲亜 験試官冒百； 
海 土 7 ~ 雨 ν 9 JV 始爾ニニ験

岸地 Lス司タ園タ其ヲジ、 然於係ヲ

ニ ノ山プ語 JV 調述氏丁ア JV ナ

J、 隆 ノ ーー ヲ 南査 へ J、工氏諸 ジ ーー
、 ー寸 、

大起時 ア 以亜匿爾バ部 J、 種小 於
L 一寸

洋 ーー 代 J、 プ 米域後 タ 省 ア ノ ナ プ

ーー 際 ノ、上 出利 J、 地 ゴ J、 ン標 /V 氏
一寸

I旬 事〆 シ部版加二形 ーー 同 デ本脆 J、
、

ヒ 地 イ 新 セ ノ 高地 ア 園 .A ヲ キ f長ι量

L L 

緩 殻 フ 第 フ 一方質 ノ ーー 111 示食盤
、

斜 ノ ネ三ノV 部哩地荒撃 ノ セ 盤 ノ

セ 不 ヴ紀 ト 舟 一 理蕪井東 9 塊粘
ア 、

/V 均 ダ層云 ヲ 及及地 ナ 方（二）ヲ 質

牽一 山 ヨ ヒ モ ヒ 其 ヲ キ
ニ ミgt司D i酉性、 、

地 ナ ト 9 克包 地鷹調 ヲ 於 精及

ア ノV 問成 ーー 括質用査以 ケ ~燈温
9 山 一 9 準 ス 上事ス プ ノV ニ度
、 、

次 ヲ ナ 古 ン ト 未項ノV 之本 熱ノ

一ー 一 ノV 生 え越知等魚 ヲ 調 ド5ヨ「ジ関

前 蹄 ，、、 t℃ J守
，、、

ニニメ試査金呈E司ロ「ョ 之係I 、
ア ス タ 前 タ 其 シ就ニ験施 ヲニ

、
ン ，、、 大 ／ ゴ報 アア此セ行 随就

ア キ ナ地品告地調地ンノ E茸キ

ス モ ノV 層ア J、形査ニ 13 事 ニ趣
1ー

山 ノ 内ヲノ政上研波メ情 脅味

ノ ナ 部被地府僅究遺此ヲ j曲ア

窪 9 ノ覆質ヨカスセ調設 シノV

九
六



ンナ氏 鍍 其試採（ー）議午第及西地

トノV ノ石債錐鏡子4 題後一智品ア

し同~ 2一: 鎖 説ノ値 J、皐！司第二部 利 流 9
石 ι 椴ノ向ノ＠ 三時曾ノ ノV ア

ア従 出 閥千進匂 三 園、再、 ．．
JV へ働係五歩 金十 境河 b

F揚 J、カヲ百ノ－宮属分 ニ流山

己合温底知 択 結 鏑開 閥 J、豚

ユニ度力 9 ノ果 床曾 ν 氷ト、
ア J、ノ排得深竪 ノ 常河ナ

ノV 向閥水ノV サ坑。同性 ユノリ

深深係温、エニ J、i質 紛浸其

坑ク上度至達 深。 ロ ノ 議蝕 幅

ニ掘一等レスサ 地 ヲ作平

於準高品リ JV 五。：：；＇ 下 惹用均

ケ Jぇ 択艶トモ千。宮＝＝ 深 起ノ七

ノV JV 以シ連ノ尺三。吋 慮 .A 潟十

自 ヲ上因へア ヲ ニ ノV メ哩、 8,
然得 J、難採リ超 於 因生ア

銅へ採ア鏡之過 ア ヲセ P、
ノキ鍍 P エユジ 受 ナ シ 而、
採ヲ不二l 卦由普 ク スモシ

九
七

掘 :A 可 I ジ リ通 ! ~ ト ノ テ一寸

二三能 ン ア深三 影 速 二 ア
' -, 

及ヶナ」 J、サ四 響 へジン

ヒウ JV 司。〉ート♀ー命・、」. 深 ト千二 タアデ
、井

其ノヘ 掘鏡択於 ソ亜ス
Lー

他 I クロノ物ュア 爾山
、 、

ノボ宮~結並ア氏 然ョ

四 ィ裕居果 ニ P J、 、 T 9 、



及 JV フ 形次作 題 J、 酸賞三 プ 自 千

J且 モ レ 上富用 ーー 第化金千 一然択、
泉 ノ 爾 ノ イ七 J、 闘ニ帯属択定銅内

ーー ナ 後肢 ーー 地 事〆 争t宮 ーー 万 ノ 及外

及 リ 浸態於下 プ ノ 鋸趨至慮 自 ノ

ヒ 蝕 ヲ プ 水 J、 宮帯用五 ヲ然深、 、
最 云 セ 攻最 バ宇 重化硫 ス 千過金坑

-'€· ヒ フ ；号l モ 準要 ヲ 化へ 吠 ク 採 J、
、

普高 v 二λ 重附 ナ ナ 明？ ク ノ レ掘金、
通 温 タ ノV 要近 フ ス ア 銀深 ~、 ヲ 鍍

ナ 及ノV ノ 一 ーー Jζ 4、、 ヲ ヨ サ 次、目 採、
ノV 国1 ヲ 要 ミ／ 起宮 ク プ ヲ 第的掘、
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